総合討論 (第3回研究会) by unknown
Title総合討論 (第3回研究会)
Author(s)









国際高等研究所・竹本修三フェロー研究会「京大地球物理学研究の百年」第 3 回研究会（2010.02.13） 
 










にお答えいただくのが 1 番目。その次に、去年から 2 回、そして今日の 3 回目の議論を通して、こ
のテーマ、あるいは、こういう視点がまだ抜けている、こういう点の議論はどうだろうかという、





















































































ったく科学と技術を別視しない、区別しないのですね。西洋ですと science and technology で必ず
and がついているんです。日本では科学・技術のナカポチが取れて科学技術が使われている。その
ことが日本の学術の発展をものすごく阻害している面があると思うのですね。だから文科省の文書



















































































































































えずは、同窓会の下の Web に貼り付けさせていただいて、Web 版集録を纏める。何も残さないで
消えてしまったら、ちょっとまずいと思いますので、少なくともその形で、tentative ではあります
が、残しておく。そこまでは私の責任でやらなければいけないと考えておりますが、いますぐに金
を取ってくる能力はないんで、紙の印刷物までは、難しいかなと思っております。 
廣田：あと付け加えますと、いま世話人の間で議論しておりまして、講演スライドという形でのプ
レゼンテーション以外に、やはり歴史を考えるうえで具体的な歴史資料、つまりこの教室にいつの
時代にどういう方がスタッフとしておられたかとか、どういう論文が出たか、そういう記録を資料
としてきちっと纏めておきたいと思います。地球物理の古い時代の歴史はかなり散逸しつつあるの
で、これもこの機会に皆さんの協力を得て、きちんと記録として留めておきたいと思っております。 
竹本：教室の人事資料は調べればしらべられるのでしょうか。資料としてそういうデータも必要と
思いますので、もしそういうものが教室の方で事務的にあるのであれば、主任の方でそういうこと
を調べていただくと同窓会としても助かりますよね。 
田中：私も同窓会に関連して昭和十年頃の歴史があるわけですが、それから学事要綱を合わせてデ
ータを当たったことがあるんですが、昭和十年頃に同窓会のようなものがあったところはずっと歴
史が残っていて、中間の頃については知りませんので、学事要綱あたりから調べていかないと、し
ょうがないんじゃあないかと思っています。 
廣田：お約束の時間は過ぎてしまいました。まだまだ議論は尽きないと思いますが、また今日の午
後の同窓会や懇親会、その他で皆さん方のご感想やご意見をいろいろお聞かせいただければありが
たく存じます。本日はどうもありがとうございました。（拍手） 
